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Aspergillus属真菌が産生する新規イン ドールアルカロイ ドnotoamidesU-W の構造
○中原 高志1,加藤 光1,塚本 佐知子1(1熊本大院薬)

【目的】当研究室では､これまでに Aspergillus属真菌 (MF297-2)から 18種の
notoamidesを単離した｡それらの化合物は､ トリプ トファン､プロリン､および､

イソプレンからなるプレニル化インドールアルカロイ ドである｡我々はnotoamides

の多様な構造に注目して生合成経路を推定し､同位体ラベル化体の取込実験によ

りそれらの経路の解明を目指している ト3)｡Notoamidesの生合成経路を考察する際､

天然物の構造から得られる情報は重要である｡今回さらに 3種の新規 notoamides

を単離したので報告する｡

【方法 ･結果】MF297-2を寒天培地にて25℃で 10日間培養し､培養物を精製して

3種のnotoamidesU-W (1-3)を単離した｡各種NMR､ESIMS､およびCDスペク

トルを解析し､それぞれの構造を決定した｡
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